








不妊婦人が日常一般に行われている不妊診療をうけた周期に妊娠成立した場合,不妊診療

がその妊娠の転帰および出生した児に何らかの影響を及ぼすか否かを観察することを目的

として昭和 53 年 4 月より昭和 56 年 4月までの 3年 1ケ月の間に九大病院不妊外来通院中

に妊娠成立した 326例,この内その転帰が不明であった 26 例を除いた 300 例について妊娠

の転帰と妊娠成立周期にうけた不妊診療との関係,新庄児の異常について検討してみた。 


